
  

 

 

                                           

金
沢
学
院
大
学
大
学
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二
〇
二
四(

令
和
六)

年
度 

入
学
者
選
抜
試
験
問
題
（Ⅱ

期
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二
〇
二
四
年
二
月
十
七
日
（
土
）
実
施 

 
    

人
文
学
研
究
科
人
文
学
専
攻 

修
士
課
程
（
歴
史
文
化
コ
ー
ス
） 

   

小 

論 

文 

    

注
意
事
項 

 
 
 
 

１ 

問
題
冊
子
は
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

２ 

解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 
 

３ 

問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
し
な
さ
い
。 

４ 

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
・
下
書
き
用
紙
を
回
収
し
ま
す
。 

 

受験番号  

氏  名  

 



  

 

問 

次
のⅠ

・Ⅱ

に
解
答
せ
よ
。 

 Ⅰ
 

次
の
史
料
文
の
傍
線
部
分
を
①
読
み
下
し
、
②
そ
の
現
代
語
訳
を
示
せ
。 

 

『
梅
田
日
記
』
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
四
月
十
五
日
条 

 

四
月
卯

十
五
日 

天
気
、
風
烈
敷
、
夕
景
ゟ
曇
り
、 

一
、
飯
山
村
市
郎
右
衛
門
口
書
本
紙
、
今
早
朝
相
調
、
北
村
惣
助
殿

（
羽
咋
郡
御
扶
持
人
十
村
）

江

持
参
、
市
郎
右
衛
門
呼
立
、

判
形
見
届
、
惣
助
殿
江

上
ケ
来
り
候
事
、 

一
、
右
戻
り
之
節
、
有
弥
・
野
尻
屋
・
大
谷
屋
へ
罷
越
候
へ
共

（
射
水
郡
番
代
手
伝
有
松
屋
弥
一
郎
・
砺
波
郡
番
代
手
伝
野
尻
屋
小
兵
衛
・

、
三
人
共
留
守
中
之
事

奥
郡
番
代
手
伝
大
谷
屋
忠
次
）

、 

一
、
井
村
小
太
郎
殿
、
寺
中
之
能
見
ニ
唯
今
ゟ
可
罷
越
ニ
付
、
此
元
ニ
も
不
参
哉
与

此
元
留
守
中

ニ
尋
方
ニ
被
立
寄
行
候
旨
、
前
段
北
惣
殿
等
ゟ
罷
帰
り
候
処
、
し
な
申
聞
候
ニ
付
、
先
昼
飯
い

た
し
、
指
た

（
さ
し
）

る
用
事
も
無
之
候
ニ
付
、
小
太
郎
殿
ニ
逢
ふ
不
逢
ニ
不
抱
、
一
騎
懸
ニ
罷
越
候
処
、

寺
中
ゟ
半
道
程
手
前
ニ
而

、
右
小
太
郎
殿
幷
同
人
兄
次
郎
右
衛
門

（
佐
々
木
）

殿
夫
婦
連
、
外
ニ
次
郎
右
衛

門
子
息
大
太
郎
共
四
人
連
ニ
而

被
罷
越
候
ニ
追
付
、
夫
ゟ
同
道
、
寺
中
江

罷
越
候
処
、
能
ハ
烏
帽

子
折
始
り
居
、
右
一
番
見
、
夫
ゟ
浜
江

行
、
小
太
郎
殿
持
参
之
小
ふ
く
べ

（

瓢

箪

）

之
酒
一
盃
仕
候
処
、

呑
不
足
ニ
付
、
直
様
宮
腰

 

（
す
ぐ
さ
ま
）

薬
湯
へ
罷
越
、
此
座
敷
ニ
お
ゐ
て
酒
・
肴
・
飯
共
為
取
寄
、
何
分
十

分
呑
喰
仕
候
、
（
以
下
略
） 

 
 

                         
 

 
 

 
 

 
 

著
作
権
の
二
次
利
用
権
許
諾
を
得
て
い
な
い
た
め
、
表
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 



  

 

Ⅱ
 

次
の
古
文
書
の
①
文
書
名
お
よ
び
②
釈
文
（
返
り
点
・
読
点
を
付
す
）
を
記
す
と
と
も
に
、

③
こ
の
古
文
書
の
解
説
文
を
作
成
せ
よ
。 

 
                         

 
 

 
 

 
 

 

著
作
権
の
二
次
利
用
権
許
諾
を
得
て
い
な
い
た
め
、
表
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 



年度  2023年度実施

研究科  人文学研究科

課程  修士課程

専攻・コース等  人文学専攻歴史文化コース

試験科目  小論文

実施日（試験日） 2024年2月17日

解答又は解答例及び出題意図

　当該試験（日本史分野）は、Ⅰ．史料問題、Ⅱ．古文書問題の二部構成となっている。個別の解答例の提示はなじま
ないため、Ⅰ・Ⅱのそれぞれについて、出題意図と採点時の観点を中心に述べる。

【Ⅰ．史料問題】
　本学修士課程において日本史学の研究を進める際に必要な史料読解能力を十分に有しているかどうかを確認する
ため、提示した史料文の「①読み下し」と「②現代語訳」の作成を課している。今回の出題史料は幕末金沢の町人の日
記から採り、当該期の町人の暮らしや文化への理解の確認を図った。
　このうち、「①読み下し」については、史料読解に必要な漢文の訓読能力が問われることとなるが、動詞や助動詞、補
助動詞、名詞、副詞、接続詞、助詞などの文法をきちんと踏まえられているかを重視する。
　また、「②現代語訳」については、「①読み下し」がある程度できていないと作成できないものであるため、発展問題と
いう位置付けであるが、人名・地名などをその他と正しく区別し、読み手に分かりやすいような現代語訳を作成できてい
るかを特に重視している。
　

【Ⅱ．古文書問題】
　　本学修士課程において日本史学の研究を進める際に必要な古文書読解能力及び古文書学の知識を十分に有して
いるかどうかを確認するため、古文書の「①文書名」を作成させるとともに、「②釈文（返り点・読点を付す）」や「③解説
文」の作成を課している。今回の古文書は北陸の寺社に関する江戸初期の文書を採り、古文書学的素養や地域史に
関する理解の確認を図った。
　このうち、「①文書名」については、古文書の全体像を的確に把握し、古文書学的にその古文書に適した文書名が作
成できるかを重視している。
　また、「②釈文（返り点・読点を付す）」については、古文書の崩し字が正確に解読できるかとどうかや、それを実際に
読み下すことができるかを確認している。古文書を読解するために、崩し字や文法の観点などを総合して解答を作成す
る能力がどれ程あるかが問われる問いとなっている。
　さらに「③解説文」については、「②釈文（返り点・読点を付す）」がある程度できていないと作成できないものであるた
め、発展問題という位置付けである。読み解いた釈文を正確に現代語訳できるだけでなく、そこに含まれている人名や
地名、古文書用語や歴史用語を理解する基本的な知識があり、かつそれを適切に説明できるかどうかを特に重視して
いる。


